
                                                   

                                                   

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日(

金) 
 

四
日
市
市
立
海
蔵
小
学
校 

校
長
室
だ
よ
り 

 
 

題
字
は
、
海
蔵
学
校
時
代
に
本
校
玄
関
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
額
（「
海
蔵
小
学

校
百
年
誌
（
１
９
７
５
年
）
」
に
掲
載
）
の
文
字
を
基
に
し
て
い
ま
す
。 

先
日
、
六
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
取

組
で
、
市
の
国
体
推
進
課
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
出
前

授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に

体
操
の
代
表
チ
ー
ム
が
四
日
市
市
を
訪
れ
る
カ
ナ
ダ
に

つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
の
方
か
ら
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
、
遠
い
カ
ナ
ダ
か
ら
遥
々
こ
の
四
日

市
市
に
選
手
た
ち
が
来
て
く
れ
る
こ
と
に
親
近
感
を
感

じ
た
よ
う
で
し
た
。
そ
の
後
、
代
表
チ
ー
ム
へ
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

あ
れ
こ
れ
調
べ
、
悩
み
な
が
ら
言
葉
を
選
び
レ
イ
ア
ウ

ト
を
工
夫
し
て
い
ま
し
た
。 

以
前
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
Ｗ
杯
が
日
本
で
行

わ
れ
た
時
、
各
国
の
代
表
チ
ー
ム
を
迎
え
た
都
市
の
小

学
生
が
、
選
手
団
が
学
校
を
訪
れ
た
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
国
歌
を
斉
唱
し
て
迎
え
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま

し
た
。
ス
タ
ジ
ア
ム
で
も
観
客
が
相
手
国
の
国
歌
で
敬

意
を
表
し
た
こ
と
が
外
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
感
動
的
に
報

じ
ら
れ
た
り
も
し
ま
し
た
。 

こ
の
時
は
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
応
援
団
が
観
客
席

の
掃
除
を
自
発
的
に
し
た
こ
と
や
、
日
本
代
表
の
選
手

た
ち
が
自
身
で
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
を
片
付
け
、
ス
タ
ジ

ア
ム
の
ス
タ
ッ
フ
に
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
こ

と
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
相
手
の
立
場
を
尊

重
し
た
り
、
細
部
に
心
を
込
め
た
言
動
を
し
た
り
す
る

こ
と
は
、
い
わ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
外
国
の

人
々
の
心
に
強
く
沁
み
た
よ
う
で
す
。 

本
校
の
校
歌
の
一
節
に
、「
誠
実
勤
勉
身
に
し
め
て

わ
が
学
び
舎
の
名
を
あ
げ
ん
」
と
あ
り
ま
す
。「
お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

交
わ
す
挨
拶
の
習
慣
や
「
時
間
い
っ
ぱ
い
最
後
ま
で
」

「
黙
っ
て
」「
進
ん
で
」
と
い
っ
た
付
加
価
値
を
つ
け

て
励
ん
で
い
る
清
掃
活
動
の
取
組
が
こ
の
当
た
り
前
を

作
り
上
げ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
は
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
機
会
を
通
じ
て

国
際
親
善
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
意
義
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
行
動
様
式
の
よ
さ
や

価
値
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

誠
実
勤
勉
身
に
し
め
て 

今
月
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
家
庭
訪
問
に
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
の
指
導
に
生
か
し
、
本
校
教
育
の
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
家
庭
訪
問
に
お
い
て
も
話
題
に
上
っ
て
お

り
ま
し
た
水
泳
指
導
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お
い
て

は
万
全
の
感
染
予
防
対
策
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

実
施
の
方
向
で
す
。 

本
校
に
お
い
て
も
、
一
時
間
の
授
業
で
プ
ー
ル
に

入
る
学
級
を
減
ら
す
な
ど
の
対
策
に
よ
り
、
実
施
す

る
予
定
で
す
。
先
日
も
五
年
生
が
プ
ー
ル
清
掃
を
行

う
な
ど
、
準
備
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
お
子
さ
ん
ま
た
は
同
居
家
族
の
方
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
場
合
等
は
、
な
る
べ
く
早
く
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
の

う
え
、
結
果
が
わ
か
る
ま
で
、
お
子
さ
ん
の
自
宅
待
機

に
ご
協
力
を
あ
ら
た
め
て
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
件
は
緊
急
性
が
高
い
こ
と
な
ど
か
ら
、

学
校
へ
の
連
絡
も
電
話
に
て
お
願
い
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

加
え
て
、
出
欠
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。
④
⑤
に
つ
い
て
は
、
既
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
が
、
四
月
末
よ
り
再
び
出
席
停
止
扱
い
と
な
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。 

 

【
連
絡
先
】 

月
～
金 

（
七
時
四
十
五
分
～
十
八
時
） 

 
 

海
蔵
小
学
校 

〇
五
九-

三
三
〇-

〇
〇
三
二 

 

土
日
祝
（
九
時
～
十
七
時
） 

専
用
電
話 

 

〇
九
〇-

七
九
一
六-

〇
八
六
一 

〇
八
〇-

二
六
四
二-

〇
九
六
七 

 

【
出
席
停
止
扱
い
と
な
る
場
合
】
※
五
月
末
現
在 

①
感
染
判
明
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
に
特
定
さ
れ
た
場
合 

②
発
熱
等
の
風
邪
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合 

 

③
同
居
の
家
族
が
検
査
対
象
者
と
な
っ
た
場
合 

④
本
人
に
症
状
は
な
い
が
、
家
族
等
に
風
邪
症
状 

あ
る
た
め
経
過
観
察
と
し
て
欠
席
を
す
る
場
合 

⑤
本
人
を
含
む
同
居
家
族
等
に
風
邪
症
状
は
な
い
が
、 

感
染
が
不
安
で
欠
席
す
る
場
合 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
に
関
わ
って
【再
】 

【
五
月
の｢

日
誌｣

か
ら
】 



 

令和３年５月２８日 

保護者 様 

四日市市立海蔵小学校 

校 長  森田 久 

学校の水泳授業等における感染症対策について 

  

  日頃は、本校の教育活動にご理解いただきありがとうございます。 

  今年度におきましては、お子様の健康と安全を第一に考えながら、感染防止対策を講じた上で、水泳授

業を実施していくこととなりました。つきましては、本校といたしまして対策を以下のようにして、水泳

指導を進めてまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

   

記 

１ プールでの指導について 

○ プールに入る学級は、低学年・高学年で１クラスずつ（計２クラス）までとし、過密状況を避け 

 ていきます。（令和元年度最大４学級→本年度２学級へ半減） 

○ 児童の身体的距離を確保し、発声が予想される対面形式にならない学習活動に取り組みます。 

○ 指導者を含め、児童にも不必要な号令や発声は行わないように指導していきます。 

○ 指導者の合図等についてはタンバリンや電子ホイッスル等で対応していきます。 

○ 運動中においては、児童が手をつないだり、体を支えたりするなど、密接する活動を避け、方向 

  をそろえるなど学習活動の工夫を行います。 

  ○ プールサイド・ビート板などの用具は、使いまわしをせず、使用後消毒を行います。 

 

２ 授業を見学する児童への対応について 

○ 授業を見学する児童には、マスクを着用させ、大きな声を控えるよう指導をしていきます。 

○ 熱中症予防対策として、日陰（テント等）で見学させる、必要に応じてマスクを外させる等、健康 

管理に留意していきます。 

◯ 学習評価については、健康上の不安を感じてプールに入らない場合も含め、知識の学習をす    

る機会を設ける等により配慮いたします。 

 

３ 着替えについて 

○ 更衣をする場所は、教室や近くの空き教室・多目的室を使用して密集を避けて行います。 

○ 更衣中は、マスクを着用させ、不必要な会話や発声をしないよう児童に指導するとともに、更衣室 

利用前後の手洗いを徹底していきます。 

○ マスクは、プールサイドに各自の巾着袋に入れて保管させていきます。給食袋などの巾着袋をプ 

ールバッグの中にご準備ください。 

○ 更衣をする場所のドアノブ等児童が手を触れる箇所については、適宜消毒を行うとともに、使用後    

には必ず窓を全開にして換気していきます。 


